
＜得点結果＞

男子1部

１位 法政大 116点
２位 神奈川大 90点
３位 慶應義塾大 82点
４位 筑波大 80点
５位 山梨学院大 70点
６位 東海大 61点
７位 順天堂大 45点
８位 専修大 38点
９位 立教大 10点

女子1部

１位 日本女子体育大 126点
２位 明治大 117点
３位 東海大 71点
４位 山梨学院大 71点
５位 専修大 65点
６位 国士舘大 45点
７位 順天堂大 43点
８位 立教大 37点
９位 桐蔭横浜大 17点
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『男子 1部9位、女子 1部8位』
関東学生選手権では、多くのＯＢ・ＯＧの皆様、保護者の皆様にお越し頂き、

誠にありがとうございました。
第99代の「男子1部6位、女子1部5位」の目標には届かず、男女共に2部降格と

なりましたが、水泳部員全員が力を合わせて戦うことができました。この結果
を踏まえ、来年度はさらに高いステージで戦えるよう、チーム一丸となり精進
して参ります。

9月より新体制となりました。第100代は男子選手7名、女子選手9名、男子マネージャー2名、女子マネージャー5名の計23名
で活動します。これまで以上に応援して頂ける部を目指し、チーム一丸となって精進して参ります。今後とも変わらぬご指導・
ご鞭撻の程、宜しくお願い申し上げます。

2019年10月 日



＜今後の大会・行事予定＞

10/26(土) 100周年実行委員幹事会 @池袋キャンパス

10/30(木)-11/3(日) 秋季合宿 @群馬県吾妻群草津町

11/17(日) オール立教スイミングフェスティバル @SPAC

11/23(土)-24(日) 第36回日本パラ水泳選手権大会
@千葉県国際水泳場

12/1(日) フォーミッション対抗戦 @SPAC

12/8(日) 第11回ウィンターカップ公認記録会
@相模原市立総合水泳場

第99代で挑んだ最後の試合である日本学生選手権には、16名
の選手が標準記録を突破し、出場致しました。
本大会において、4年石森瑞奈が女子100m自由形で予選5位、

決勝進出、6位入賞し、女子200m自由形では予選10位、B決勝進
出、8位入賞。4年高山凱が男子200m個人メドレーで予選14位、B
決勝進出、6位入賞を果たしました。
また、リレー種目では、女子400mフリーリレーで予選14位、B

決勝進出、7位入賞という成績を収めました。

立教大学体育会水泳部は、2020年に100周年を迎えます。

＜創部100周年記念式典＞

日時：2020年11月21日(土)
17：00～19：00

会場：メトロポリタンホテル
東京池袋

OB・OG乃皆様、関係者の皆様にはスケジュール
に予定を入れて頂き、万障お繰り合わせの上ご出
席頂けますようお願い致します。



水泳教室は今年で47年目を迎え、総勢1460名の参加者を募ることができました。
指導に当たった部員たちの協力、関係者の皆様のお力添えにより、事故や怪我無く
19日間を無事終えることができました。そして、ご尽力頂きましたOB・OGの皆様、
保護者の皆様、誠にありがとうございました。
水泳教室では、子供たちと積極的にコミュニケーションを取り、教え方を工夫す

るなど、練習に励む子供たちに寄り添う部員が多くみられました。また、子供たち
の笑顔からたくさんのパワーをもらい、非常に盛り上がりのある雰囲気で行うこと
ができました。
ファミリーデーでは、総勢399名の子供たちと保護者の方に参加して頂くことが

できました。今年度はオリンピアンの星奈津美さんと中村礼子さんをお招きし、
また、今年で3年目となりました日本水泳連盟公認「泳力検定」では、昨年を上回
る169名が合格致しました。
日頃ご支援を頂いている地域の皆様に少しでも恩返しができるよう、今年度の反

省を生かし、来年度は更に充実した水泳教室の開催に向けて努めて参ります。

沢山のご協賛、誠にありがとうございました。



2019ジャパンパラ水泳競技大会(9.21～9.23) ＠千葉県国際水泳競技場

第74回国民体育大会水泳競技大会(9.14～9.16) ＠茨城 笠松運動公園
屋内プール

第95回日本選手権水泳競技大会オープンウォーター競技(9.22)
＠千葉県館山市北条海岸オープンウォーター競技(OWS)に、4年木住野将史、3年滝澤健次、大久保

美沙、2年浅野貴臣の4名が出場致しました。また、2年安達瑛大、1年遠藤雄
太が給水スタッフとして帯同し、チーム一丸となって臨みました。男女とも
に10キロメートル競技に挑み、競泳とは違う海での挑戦は自然状況が大きく
影響し、過酷なものではありましたが、全員が全力で泳ぎました。今回学ん
だことを生かせるよう、競泳・OWS共に更に上を目指し日々の練習に取り組
んで参ります。

埼玉県代表メンバー。右から3番目が４年石森。

茨城県笠松運動公園屋内プールにて行われました本大会の競泳部門に４年石森
瑞奈(埼玉県代表)が出場致しました。個人種目では、100mバタフライに出場し、
リレー種目では200mフリーリレーと400mメドレーリレーのリレーメンバーに選出
されました。400mメドレーリレーでは3位に入賞し、表彰台に上るなど活躍を見
せました。

本大会は、日本国内最高峰の国際パラスポーツ競技大会です。本大会に
4年鎌田美希が100m平泳ぎと100m背泳ぎの2種目に出場致しました。

100m平泳ぎ(SB7クラス)に於いて、予選では1’56”02と自己ベスト1’58“15
を大幅に更新し、日本記録を更新致しました。決勝でも予選に近いタイム
で泳ぎ、1’56”33で見事優勝を果たしました。100m背泳ぎ(S8クラス)でも、
1’31”91と自己ベスト1’33”96を大幅に更新し、決勝では予選を上回る
1’31”80で、予選・決勝ともに日本記録を更新し、優勝を果たしました。
目標としていた日本記録の更新を2種目で果たし、非常に良い形でシー

ズンを終えることができました。

4年鎌田美希、100m平泳ぎ・100m背泳ぎで日本記録を更新！



①役職 ②就職先

①主務
②積水ハウス株式会社

①寮長、HP責任者
②アルピコ交通株式
会社

①チーフマネージャー
②公務員

①女子副将(勧誘責任者)

②株式会社NTT docomo

①女子副将
②ソフトバンク株式
会社

①女子主将
②ANA
ケータリングサービス

①男子副将(水泳教室責
任者

②損保ジャパン日本興亜
ひまわり生命保険

①男子副将
②株式会社ニトリ

①男子副将(体育会本
部)
②株式会社ASAKA

①主将
②冨士フイルム株式
会社

岡本 怜久保田 直輝 木住野 将史 髙山 凱 溝上 壽人

渡邉 小萩谷内 あすか鎌田 美希石森 瑞奈

山野 哲平

本当にありがとうございました！！

99代スローガン「夢創」の下、この一年間大変なことも楽しいこともたくさんありましたが、
何より一人ひとりがチームのことを考えて行動し、チーム一丸となって戦うことができました。
最上級生として大きな背中でチームを引っ張ってくださり、本当にありがとうございました。
4年生の皆さんから学んだことを100代でも生かし、立教らしさを忘れず、現役部員一同精進し
て参ります。

坂上 裕紀

①アーティスティックス
イミング

②丸井グループ



100代主将 讃岐昂汰 100代女子主将 櫻井美月

主務 平井 陸
チーフマネージャー 高橋 涼
男子副将 山本 健太
女子副将 大久保 美沙
大会責任者 岩田 萌里
寮長 折戸 拓海
副務 安達 瑛大
勧誘責任者 永山 瑛美
OB・OG渉外 平井 陸 高橋 涼 岩田 萌里
HP担当 折戸 拓海 岩田 萌里 矢沢 美嶺
企画 大久保 美沙 野村 紫乃
学連 千田 ひなた
大会 岩田 萌里 荒川 生吹 遠藤 雄太
合宿 高橋 涼 荒川 生吹 森 涼華

『男子 2部優勝1部昇格、女子2部優勝1部昇格』

～大いに楽しみながら互いに喜び合いながら、
新たな時代へ繋ぐ～

99代では、部の目標でありました男女1部残留を達成する
ことは叶いませんでしたが、水泳に対して真剣に向き合う
姿が多くの部員に見られ、部として大きく成長できた1年と
なったのではないかと思います。この流れを引き継ぎ、100

代でも更に部を強く、そして大きな舞台でも戦っていける
力を付けていきたいと考えております。私は主将として、
部員一人ひとりと向き合い、それぞれの個性を活かせるよ
うなチームを目指し、立教大学体育会水泳部の特色であり
ます「文武両道＋α」も大切に、立教らしいチーム創りに取
り組んで参ります。100代という節目の年に主将を務めるこ
とにプレッシャーを感じておりますが、皆様の期待に応え
られるよう部員一同努力して参りますので、今後ともご指
導ご鞭撻のほどお願い申し上げます。

頼り甲斐のある先輩方が引退され、新
たな一年生を迎えての新体制となります。
主将として、部員の個性を活かしつつま
とまりのあるチーム形成を行い、チーム
目標達成に向け先導していきたいと思い
ます。今年は特に、100代の節目の年であ
ります。「謳架」のスローガンの下、
OBOGの方々が築いてくださった素晴らし
い立教大学体育会水泳部を責任を持って
受け継ぎ、これからの100年へ更なる発展
をさせるべく、チーム一丸となり精進し
て参ります。今後とも皆様のご声援をよ
ろしくお願い致します。

新特別強化コーチ

蟹和正昭コーチ

「立教の学生のため、
老体に鞭を打って頑
張ります。」


